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論文審査の要旨 

本研究は、手指衛生遵守率調査方法のゴールドスタンダードである WHOの直接観察

法を用いて、ユニバーサルグラビングにおける手指衛生遵守率を明らかにすること、

ユニバーサルグラビングにおける手指衛生と手袋使用の関連性を明らかにすること、

段階的に行う結果のフィードバックと教育が、手指衛生遵守率、手袋使用状況および

MRSA検出率に与える影響を明らかにすることを目的としたものである。対象は、奈良

県立医科大学付属高度救命救急センター集中治療室の看護師とし、2011年 6月〜2013

年 11月を 5期に分け手指衛生の直接観察（手指衛生機会数 6,050機会）を行い、段階

的に評価、教育を行った。ユニバーサルグラビングにおける手指衛生遵守率のベース

ラインは 16.1%であったが、手指衛生遵守率は 56.8%まで改善した。ユニバーサルグラ

ビングにおける手指衛生遵守率は手袋使用と関連し、手指衛生の適応ごとに異なって

おり、連続的なケアの中で発生する清潔/無菌操作の前と体液暴露リスクの後の適応で

は低率であった。全体的な手指衛生遵守率の改善に伴い、ユニバーサルグラビングの

遵守率は低下したが、新規 MRSA検出率は低下した。ユニバーサルグラビングを導入す

る際には、WHO の推奨する 5 つの瞬間を組み入れ、手指衛生遵守率を直接観察法で評

価することが医療関連感染症の防止において重要であることが示された。以上より、

本研究によって、ユニバーサルグラビングにおいても手指衛生遵守改善が新規 MRSA

検出率を低下させることが明らかになった。  

ユニバーサルグラビングは現在、感染対策の基本とされている標準予防策や感染経

路別予防策が推奨された後に報告された感染対策の手法である。今後もユニバーサル

グラビングに限らず新たな感染対策の手法が提案・検証されていくことが予想される

が、どのような感染対策であっても適切な個人防護具の交換と手指衛生は欠かせない

ということを明らかにした。今後、本領域のさらなる発展に寄与する重要な研究と評

価される。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに感染病態制御医学の

進歩に寄与するところが大きいと認める。 
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